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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、新型コロナウイルス感染症（以下COVID-19）拡大による高齢者と家
族への支援の特徴と倫理的判断の困難さ、倫理的課題を明らかにすることとした。都内地域包括支援センター看
護職を研究対象者として無記名自記式質問紙調査を実施した。回答者の6割が、倫理的ジレンマがあると回答し
ており、倫理的判断が困難と感じた状況は、高齢者自身に関することが多かった。COVID-19拡大時に困難だった
業務（N=158）は、「感染した利用者の入院等の調整」（70.2％）、「行動制限に伴う虐待の疑いのある利用者
とその家族への支援」（60.1%）、「体調不良の利用者の受診同行」（59.4%）であった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the characteristics, difficulties 
in making ethical decisions, and ethical issues in providing support to older adults and their 
families through COVID-19 expansion. A self-administered questionnaire survey was conducted to 
nurses at Community General Support Centers in Tokyo. Approximately sixty percent of the respondents
 indicated that they had ethical dilemmas, and the situations in which they found it difficult to 
make ethical judgments were often related to older adults themselves. Duties that were difficult 
during the COVID-19 expansion (N=158) were "Coordination of hospitalization of infected users" (70.2
%), "Support for users and their families who are suspected of abuse associated with behavioral 
restrictions" (60.1%), and "Accompanying older adults who were not feeling well to medical 
examinations" (59.4%).

研究分野：公衆衛生看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、COVID-19拡大による地域包括支援センター看護職の高齢者と家族への支援の特徴と倫理的判断
の困難さ、倫理的課題を明らかにしたことである。感染拡大時の地域包括ケアでの業務状況や困難さ、倫理的判
断と倫理的課題を可視化することは、社会的にも意義がある。今後も様々な新興感染症が増加することが予測さ
れており、本研究の結果は、健康危機状況下での地域包括ケア提供体制を検討するための知見の一つとなると考
える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本では、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的とした地域包括ケアシステムが推進
され、地域を基盤としたケア（Community-based care）と統合型ケア（Integrated care）の統
合が試みられている（筒井, 2018; Plochg 2006）。在宅高齢者とその家族の背景や状況は多様化・
複雑化しており、限られた社会資源と社会経済的な格差の拡大により、住み慣れた地域で高齢者
が生活を継続することが困難な状況も生じている（近藤, 2017; 杉井, 2015;）。 

地域包括ケアシステムの目的の一つは、高齢者の尊厳の保持であり、本人の意思決定を支援す
ることが重要である。しかし、社会経済的な状況や高齢者自身と家族の背景等から、支援が困難
な事象が生じており、本人の意思決定と健康リスクや生命の危険との狭間で、支援する専門職等
は、様々な倫理的課題に対応していることが推測される。学術的にもこれらの実態や状況を明ら
かにすることや、検証して根拠を蓄積することが必要であるが、在宅高齢者とその家族への支援
過程での困難な事象や、支援する専門職の倫理的課題の認識や倫理的行動についての学術的な
知見は十分に蓄積されていない。 

住み慣れた地域で高齢者と家族が生活を継続することについては、認知症、精神・知的障害、
虐待等の高齢者の実態等を記述した先行研究（松下, 河口, 原田, 2015; 井藤, 2014; 吉江, 高橋, 

齋藤, 甲斐, 2014）は報告されており、支援方法や考え方が模索されている。さらに、在宅高齢
者と家族の生活や健康の課題は、より多様化、複雑化する傾向にある。例えば、虐待や認知症等
の複雑な課題を有する家族の事例や、災害時の対応、感染症発症時の対応、経済的な困窮、外国
籍の高齢者、地域格差などである（岩間, 2014; 岡田, 高橋, 2010）。さらに、「処遇困難事例」「対
応困難事例」の報告等（猪狩, 2013; 浜崎, 堂田, 2009）は増加しているが、実証研究は少ない。
海外の研究でも、生活困窮等に関する研究は多いが、支援が困難な事象を取り上げた実証研究は
ほとんどない。 

また、地域や高齢者施設で支援が困難な事象への対応や当事者の意思決定の過程で、専門職は
倫理的な課題に直面しており、施設職員や介護者を調査対象とした研究（横山, 2015; 横瀬, 2012）
は報告されている。しかし、地域包括ケアに携わる専門職の倫理的な認識や倫理的行動について
は報告されていない。一方、医療機関の看護職を対象とした倫理的なジレンマや倫理的行動に関
する研究（石山, 高橋 2019; 大出, 2019; 永野, 舟島, 2019）は増加しているが、身体抑制や清
潔・無菌操作、治療に関する事項等が含まれており、地域包括ケアに携わる専門職に適用が難し
い部分も見受けられる。加えて、看護学教育、公衆衛生看護学教育のモデル・コア・カリキュラ
ムの中にプロフェッショナリズムとして倫理が明記され、看護実践の場としての地域包括ケア
での役割が示されたことからも、地域を基盤としたケアやサービスを提供する看護職の倫理的
な行動についての研究が必要と考える。 

 

２．研究の目的 

１）新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）拡大の影響について 

 2020年 1月から、日本では COVID-19拡大の状況が継続し、地域包括ケア提供体制は大きな
影響を受けた。自宅療法者と家族、入院待機者への支援、感染予防対策、様々な事業の休止・延
期による高齢者の生活機能の低下、高齢者の受診やワクチン接種のための支援等、ケア提供者は
試行錯誤を重ねつつ、新たな個別支援の方法やサービス提供の展開が試みられている。感染症へ
の対応を伴う地域包括ケアの提供には、高齢者と家族の意思決定への支援過程で、新たな倫理的
課題が生じていることが推測される。 

 

２）COVID-19に関する先行研究について 

COVID-19 拡大時の医療機関や施設を対象とした研究では、感染者の受け入れ体制（倉岡，
2021）、看護職の配置（東, 丹野, 簗場, 中谷, 高橋 2022）、看護職の実践経験（Sarabia-Cobo, 

et al. 2021; Morrison, et al. 2022）やメンタルヘルス（山田，2021；Galanis, et al. 2021; 新谷
ら，2022）について報告されている。また、COVID-19拡大時の訪問看護に関する研究（上田, 

村川, 2022）も報告されているが、地域包括ケアに関する研究は少ない（小林，2022）。さらに、
COVID-19 拡大による健康危機状況下での地域包括ケアについて、地域包括支援センター看護
職を対象とした研究は報告されていない。 

以上のことから、地域包括支援センターでの COVID-19 の影響による業務の状況と、業務の
変化の影響による倫理的行動、倫理的課題を明らかにする必要があると考えた。そこで、COVID-

19拡大時の地域包括支援センター看護職を対象として、研究目的を再設定した。 

（１）高齢者と家族の支援の特徴と倫理的判断の困難さを明らかにする。 

（２）高齢者と家族の支援方法と倫理的課題を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

１）COVID-19拡大時の高齢者と家族の支援の特徴と倫理的行動について 
（１）研究対象 



   東京都福祉保健局ホームページ（2021年 4月現在）に公開されている地域包括支援セン
ター457施設の看護職を対象とした。各センター１名に回答を依頼した。 

（２）調査方法 
   無記名自記式質問紙郵送調査を実施した。 
（３）調査項目 

 主な調査項目は、年代、資格、経験年数、感染拡大前後の業務量の変化、COVID-19に関
する業務内容と実施頻度、COVID-19 拡大時の倫理的ジレンマ、倫理的判断の困難さ等と
した。 

（４）倫理的配慮 
2021年度東京都立大学荒川キャンパス研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号

21062）。 

 

２）COVID-19拡大時の高齢者と家族の支援方法と倫理的課題について 
（１）研究対象 
   東京都福祉保健局ホームページ（2022年 4月現在）に公開されている地域包括支援セン

ター459施設の看護職を対象とした。各センター１名に回答を依頼した。 

（２）調査方法 
   無記名自記式質問紙郵送調査を実施した。 
（３）調査項目 

 主な調査項目は、年代、資格、職位、COVID-19 に関する業務の実施頻度と実施の困難
さ、過去 1年間での倫理的ジレンマの認識等とした。 

（４）倫理的配慮 
2022年度東京都立大学荒川キャンパス研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号

22060）。 

 
４．研究成果 
１）COVID-19拡大時の高齢者と家族の支援の特徴と倫理的行動について 
回答者の年代は、50歳代 70人（38.9％）、40歳代 50人（27.8%）、30歳代 25人（13.9%）

の順に多く、看護師以外の資格では、保健師 48人（26.7％）、介護支援専門員 45人（25.0%）、
社会福祉士 15 人（8.3%）の順に多かった（複数回答）。業務の困難さを感じた時期では、第 2

波 84%、第 3波 80%、第 1波 76%、第 4波 73%、第 5波 62%の順に多かった。COVID-19感
染拡大前からの業務量の変化では、「とても増加」「増加」52.2%、「変化なし」29.4%であった。
COVID-19に関する業務内容と実施頻度では、「かなり」「ときどき」「どちらかといえば」と回
答した割合が 70%以上だった項目は 14項目であった（図 1）。 

 

COVID-19 拡大時の支援過程で倫理的なジレンマを認識したことについては、「よくある」
「時々ある」と回答した人は 113人（62.7%）であった。意思決定への支援で困難と感じた事例
の平均は 2.6件、そのうち倫理的な判断が困難と感じた事例は 1.6件であった。困難と感じた状
況（複数回答）として、高齢者自身に関すること 104 件（57.8%）、高齢者の家族に関すること
100件（55.6%）、利益や権利が相反する状況に関すること 97件（53.9%）であった。 

COVID-19に関する業務について工夫したこと、心がけたことについての自由回答では、家庭
訪問、電話などでの個別支援、地域住民への情報発信、地域での事業、センター内での工夫、組
織体制での工夫、感染予防についての内容が記載されていた。家庭訪問では、緊急性の高い利用
者等の優先度の判断、滞在時間の縮小、マニュアルの作成等に取り組んでいた。地域での事業で



は、オンラインでの実施や感染予防対策の徹底、密を避けて実施できる高齢者の居場所づくり等
に取り組んでいた。また、Covid-19 拡大時の支援過程で倫理的に迷い悩む状況を認識したこと
があるという回答は 6 割であり、感染拡大時の高齢者と家族の支援に伴う倫理的判断の困難さ
の状況が明らかとなった。 

 
２）COVID-19拡大時の高齢者と家族の支援方法と倫理的課題について 
回収数は 158件（回収率 34.4%）であった。回答者の年代は、50歳代 58人（36.7％）、40歳

代 41 人（25.9％）、30 歳代 18 人（11.4%）の順に多く、看護師以外の資格（複数回答）では、
保健師 56人（35.4％）、介護支援専門員 49人（31.0%）が多かった。過去 1年間の利用者への
支援過程で倫理的ジレンマを認識したことについては、「よくある」「時々ある」と回答した人は
122 人（77.2%）であった。COVID-19 に関する業務の実施頻度について、「かなり実施した」
「時々実施した」と回答した割合が多かった項目は、「家庭訪問時の利用者宅での換気、利用者
のマスク着用を促した」（93.0%）、「感染症に関する最新情報を収集した」（84.0%）、「家庭訪問
対象の優先度を判断し、一時的に訪問を減らした」（77.9％）であった。COVID-19拡大時の高
齢者の支援に伴う業務な困難さについて、「非常に困難」「困難」と回答した割合が多かった項目
は、「感染した利用者の入院等の調整」（70.2％）、「行動制限に伴う虐待の疑いのある利用者とそ
の家族への支援」（60.1%）、「体調不良の利用者の受診同行」（59.4%）であった。以上のことか
ら、COVID-19拡大時の高齢者と家族の支援の状況と方法、困難さと、倫理的ジレンマ等の課題
があることが明らかとなった。 
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